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＜審査結果の要旨＞  

 

本研究の目的は，小学生の野球肘検診における理学所見の精査と離断性骨軟骨炎（OCD）を抽出する

ための新たな評価指標の開発である．対象は，OCDを発症しやすい小学校4年生から6年生の361名とし

た。 

方法は、理学所見は肘関節の痛みと可動域，ストレステスト，堀内テスト（H-テスト），エコーでの

上腕骨小頭の骨形態を確認した．統計学的検討では，OCDの有無と各理学所見の有無の関係性をχ2検

定，理学所見の予測精度をROC解析にて分析した。 

結果、OCDの進行期では，エコー，H-テストにて陽性と有意な関係を示した。 

本研究の成果より，OCDの進行期における H-テストの臨床的有用性が明らかとなり，今後の野球肘検

診に貢献できた。 

 

本研究の新規性は，筆者が開発した H-テストを加えた野球肘検診にて，OCD発見のためのサインと発

症の予防に繋げることのできる精度の高い理学所見の評価項目を抽出する点であり、OCD の予防に貢

献する研究として高く評価できる。 

 

審査会は１回開催し、初回審査で、意義と背景、検査法について詳細に説明など 11 項目について論

文の修正を求めたところ適切に修正された。 

 

口頭試問において適切に応答した。 

 

以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（保健医療学）の学位を授与するに十分

な価値があるものと認めた。 
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